
変動型最低制限価格制度の導入について 

 

１．制度概要 

 入札制度の更なる競争性、公正性及び透明性を確保するため、本市が執行する競 

争入札における最低制限価格の決定について、最低制限価格基準額にランダム係数 

を乗じて変動させ、開札直前に決定する「変動型最低制限価格制度」を導入する。 

 

２．対象案件 

令和６年１１月１日以降に、一般競争入札又は指名競争入札により発注する建設 

工事及び測量、調査等の業務委託のうち、最低制限価格を設定するもの 

 

３．最低制限価格の算出方法 

 

 

 

 

４．ランダム係数の決定方法  

（１）ランダム係数は、「0.9990」から「1.0000」までの範囲で、「0.0001」刻みの 

 「11通り」の数値 

（２）ランダム係数は、入札者が入力する３桁の「くじ番号」と入札書提出時間の 

「秒未満」の数値により設定される「確定くじ番号」の総和を「11」で除した 

「余り」により、電子入札システム内で開札直前に決定 

 

 

 

 

 

（算出例） 

 

 

 

 

 

 

「入力くじ番号」と「秒未満」による３桁の数値の総和が「２２０４」の場合 

２２０４ ÷ １１ ＝ ２００「余り４」 

「余り４」 ⇒ ランダム係数「0.9994」 

最低制限価格基準額 × ランダム係数 ＝ 最低制限価格 

（現行の最低制限価格）          （改正後の最低制限価格） 

余り ﾗﾝﾀﾞﾑ係数 余り ﾗﾝﾀﾞﾑ係数 余り ﾗﾝﾀﾞﾑ係数 余り ﾗﾝﾀﾞﾑ係数

0 0.9990 3 0.9993 6 0.9996 9 0.9999

1 0.9991 4 0.9994 7 0.9997 10 1.0000

2 0.9992 5 0.9995 8 0.9998

入札 入力くじ番号 入札書提出時間 確定くじ番号

参加業者 ①【入札者が入力】 ②【秒未満】 ①＋②【下３桁】

Ａ事業者 １１４ 6月6日10時10分10秒465 ５７９

Ｂ事業者 ８９１ 6月6日11時20分20秒833 ７２４

Ｃ事業者 ３１５ 6月7日13時30分30秒586 ９０１

（総和） ２２０４


